

























Outcomes of Encounters with Others in an Overseas Fieldwork Program: 
A Case Study of an Academic Exchange Program between Tottori University and 
University of Hamka in Indonesia 
 









のひとつであり（表１），2012 年度（2013 年 3 月）に初めてパイロットプログラムとして実施され
た。そのカウンターパートは 2013 年 9 月に鳥取大学によって学術交流提携の締結が正式に承認され
たインドネシアの首都ジャカルタにあるムハマディヤ・ハムカ大学（University of Muhammadiyah 
Prof. Dr. Hamka，以下「ハムカ大学」）である（写真１）。このプログラムは他の４つの「海外フィ
ールド演習」とともに 2012 年度は JASSO（日本学生支援機構）留学生交流支援制度（短期派遣）
の「地域再生を担うインターリージョナルな協働人材育成
プログラム」の一環として実施された。 









*鳥取大学地域学部地域政策学科（執筆担当箇所：1., 2.1, 3., 6.2） 
**鳥取大学地域学部地域文化学科（執筆担当箇所：4.） 
***ムハマディヤ・ハムカ大学教育学部（執筆担当箇所：2.2, 5., 6.1） 
写真 1 ムハマディヤ・ハムカ大学（Bキ
ャンパス）外観（2013 年 3 月 21 日撮影） 






表 1 2012 年度「海外フィールド演習」パイロットプログラム一覧 
プログラム名 期間 プログラム内容 使用言語 
参加学生
人数 




主に英語 6 人 
中国：東北農業大学プ
ログラム 







アメリカプログラム 2013 年 2 月 28 日 




英語 6 名 
ベトナム：フエプログ
ラム 




主に英語 14 名 
インドネシア：ハムカ
大学プログラム 







（筒井ほか 2013:64 を改変） 
 












人といわれる。各宗教の割合は，イスラーム教 88.1％，キリスト教 9.3％（プロテスタント 6.1％，
カトリック 3.2％），ヒンズー教 1.8％，仏教 0.6％，儒教 0.1％，その他 0.1％である（外務省「各国･
地域情勢 インドネシア」）。 
 






表 1 2012 」パイロットプログラム一覧 







































（筒井ほか 2013:64 を改変） 
 








（図 1）。インドネ 189 キロメｰトルという面積に約 2.38 億人（201
年）という人口を 社会は多様性に満ちており，300 を超える民
族がおり，公用語 様な言語が話されている。 
インドネシアは 国家としても知られており，その数は約 2 億
人といわれる。各 88.1 ，キリスト教 9.3％（プロテスタント 6.1％，
カトリック 3.2％ 0.6 教 0.1％，その他 0.1％である（外務省「各国･











 ハ ム カ 大 学 （ University of 









近代化を目指す組織であり（Burhani 2013），幼稚園から大学までインドネシア全土に 1 万を越える
学校を擁する。ハムカ大学はその 154 のうちの高等教育機関のひとつである。 
 ハムカ大学は 1957 年 11 月に設立されたムハマディヤ教育大学（Muhammadiyah Institute of Teacher 
Training and Pedagogy）が前身である。1997 年にハムカ大学（UHAMKA）に改組した。現在は 35
領域の専攻が可能な 8 学部および 6 つの学問領域からなる大学院を擁する大学であり，その中でも
教育学部が最大の規模である。 
 同大学のビジョンは「知的・情的・精神的知性においてより優れた卓越した大学（ “An Excellent 
University being superior in intellectual, emotional, and spiritual intelligence.” ）」である。その使命とし










 現在ハムカ大学は次の 8 学部（35 学科）を擁する。その中でも本学部の実質的なカウンターパー
トである教育学部は学生数が同大学の半分を占める最大規模の学部である。 
・ 教育学部（Faculty of Teacher Training and Pedagogy）13 学科 
・ 経済学部（Faculty of Economics）5 学科 
・ 工学部（Faculty of Engineering）3 学科 
・ 数学・自然科学部（Faculty of Mathematics and Natural Sciences）5 学科 
・ 健康科学部（Faculty of Health Sciences）4 学科 
図１ インドネシア西ジャワ地方（Periplus “Indonesia Wall Map” 
を加工） 
地　域　学　論　集　　第　10　巻　　第　２　号（2013）4 地域学論  第 10 巻 第 2 号 (2013) 
・ 社会科学部（Faculty of Social and Political Sciences）2 学科 
・ 心理学部（Faculty of Psychology）1 学科 
・ イスラーム学部（Faculty of Islamic Studies）2 学科 
 
大学院は次の 6 研究科（修士課程）がある。 
・ 教育評価学・教育学研究科（Master of Evaluation and Educational Research） 
・ 教育行政学研究科（Master of Education Administration） 
・ 経営学研究科（Master of Management） 
・ 公衆衛生学研究科（Master of Public Health） 
・ インドネシア教育学研究科（Master of Indonesian Education） 

























2012 年 4 月 19 日～22 日 ハムカ大学で開催された国際セミナーに仲野が参加。交流が開始。パイ
ロットプログラムの実施案が浮上。 
2012 年 5 月 ハムカ大学との学術交流協定の検討開始 
2012 年 7 月 ハムカ大学とパイロットプログラム実施の協議を開始。 
 10 巻 第 2 号 (2013) 
・ 社会科学部（Faculty of litical Sciences）2 学科 
・ 心理学部（Faculty of s  
・ イスラーム学 Fac lt  t ies 2  
 
大学院は次の 6 研  
・ 教育評価学・  f valuation and Educational Research） 
・ 教育行政学研 t ti  d inistration） 
・ 経営学研究科 aster f t  
・ 公衆衛生学研 t  alth  
・ インドネシア  f Indonesian Education） 









学を含め 2 大学 タ国立大学）。ハムカ大学の日本語教育学科は
1 97 年に創設され 語教育の高等教育機関である。ハムカ大学は 














2012 年 4 月 19 日 22 国際セミナーに仲野が参加。交流が開始。パイ
案が浮上。 
2012 年 5 月 協定の検討開始 





2012 年 11 月 13 日 インドネシアプログラム参加学生募集開始。 
2012 年 12 月 25 日～31 日 パイロットプログラムの現地視察およびハムカ大学との打ち合わせ。 
2013 年 1 月 9 日 インドネシアプログラム申込締め切り（定員 5 名に対して申込者 10 名）。 
2013 年 1 月 11 日 インドネシアプログラムの説明会開催。 
2013 年 1 月 15 日 インドネシアプログラム参加者決定（5 名）。 
2013 年 1 月 21 日，23 日，
2 月 14 日 
鳥取大学国際交流センターによる危機管理セミナー開催。 
2013 年 1 月 23 日 インドネシアプログラム参加申込書の提出締め切り。 
2013 年 1 月 25 日 インドネシアプログラム参加者による自己紹介と打ち合わせ。 
2013 年 2 月 4 日 インドネシアプログラム参加のための事前課題レポートの提出。 
2013 年 2 月 18 日，26 日 事前学習会（文献講読など）。 
2013 年 3 月 15 日 インドネシアプログラムの最終確認ミーティング。 
2013 年 3 月 19 日～27 日 プログラム実施 
2013 年 3 月 31 日 JASSO 関連書類提出締め切り。 
2013 年 4 月 22 日 インドネシアプログラム反省会，各自のレポートの読み合わせ。 
 
 鳥取大学とハムカ大学との最初の接触は 2012 年 4
月 22 日にハムカ大学で開催された国際セミナー 
“Japanese Language Education and Regional Learning: 
Linguistics, Culture, Ethos” に筆者（仲野）が招へいさ
れ，“Changing roles of Japanese language education in 



















国際セミナーの様子（2013 年 4月 19 日撮影） 
仲野 誠・小泉元宏 ハリ・ナレディ・デスビアン・バンダルシャ： 
他者との出会いの効用 
2012 年 1 月 13 日 学生募集開始。 
2012 年 12 月 25 日～31 視察およびハムカ大学との打ち合わせ。 
2013 年 1 月 9 日 締め切り（定員 5 名に対して申込者 10 名）。 
2013 年 1 月 1 日 明会開催。 
2013 年 1 月 15 日 者決定（5 名）。 
2013 年 1 月 21 日，23
2 月 14 日 
よる危機管理セミナー開催。 
2013 年 1 月 23 日 申込書の提出締め切り。 
2013 年 1 月 25 日 者による自己紹介と打ち合わせ。 
2013 年 2 月 4 日 のための事前課題レポートの提出。 
2013 年 2 月 18 日，26  
2013 年 3 月 15 日 終確認ミーティング。 
2013 年 3 月 19 日～27  
2013 年 3 月 31 日 J 。 
2013 年 4 月 2 日 会，各自のレポートの読み合わせ。 
 
 鳥取大学とハムカ大 4
月 2 日にハムカ大  
“Japanese Language Education   arning: 
Linguistics, Culture, Ethos” 
れ，“Changing roles of Japanese l tion in 










が大きいと判断され， ログラムを 2012 年度内に実施する運びと
なった。 





ン・ナガ村などだった 1 フィールドを選ぶこと した。 
写真２ 2013年4月にハムカ大学で開催された
国際セミナーの様子（2013 年 4月 19 日撮影） 
地　域　学　論　集　　第　10　巻　　第　２　号（2013）6 地域学論  第 10 巻 第 2 号 (2013) 
 これらの準備をもとに 2013 年 3 月 19 日から 27 日にかけて「海外フィールド演習インドネシアプ
ログラム」を実施した。プログラム内容については後述する。 
 このプログラム実施後は，両大学の参加学生はプログラムを振り返るためのレポートを作成し，
互いのレポートを交換してプログラムの成果や課題を共有した。鳥取大学においては 2013 年 4 月
22 日に反省会を実施した。それぞれのレポートをもとにお互いの気づきを共有し，またこのプログ
ラムの今後の展開のために課題を抽出しあった。 
 さらに同年 5 月に筆者がハムカ大学を訪問し，同大学教員たちとこのプログラムを振り返るミー
ティングを実施した。さらには今後，海外フィールド演習などの学生交流及び教員同士の共同研究
を深めるための打ち合わせや，学術協定締結のための文書作成について具体的な会議も行った。ま







年 9 月に鳥取大学国際交流委員会で 2 大学間の学術交流協定および学生交流が正式に承認され、同















 参加学生は，表３のとおり鳥取大学地域学部からは 5 名だった。その内訳は 2 年生が 3 名，3 年
生は 2 名であり（学年は 2012 年度時点のもの），学科別に見ると地域政策学科が 1 名，地域文化学
科が 3 名，地域環境学科が 1 名だった。全員女性であった。地域政策学科の仲野誠と地域文化学科
の小泉元宏が引率教員として参加した。 
ハムカ大学からは，男性 4 名，女性 6 名，合計 10 名の学生が参加した（表４）。1 年生が 1 名，3





7仲野 誠・小泉元宏・アクバル・ナ ・ナレディ・デスビアン・バンダルシャ： 
ルド演習」における他者との出会いの効用 
表３ 鳥取大学からの参加学生  表４ ハムカ大学からの参加学生 
  所属 学年   所属 学年 
1 地域学部地域政策学科 3  1 教育学部日本語教育学科 1 
2 地域学部地域文化学科 2  2 教育学部日本語教育学科 3 
3 地域学部地域文化学科 2  3 教育学部日本語教育学科 3 
4 地域学部地域文化学科 3  4 教育学部日本語教育学科 3 
5 地域学部地域環境学科 2  5 教育学部日本語教育学科 4 
    6 教育学部日本語教育学科 4 
    7 教育学部日本語教育学科 4 
    8 教育学部日本語教育学科 4 
    9 教育学部歴史教育学科 4 


















3 月 21 日（木） 9:30 ハムカ大学にてオリエンテーション（ハムカ大学関係者約 20 名，鳥取大学関
係者 6 名参加）。 
12:00 昼食後，学生たちはハムカ大学の視察と授業見学（教員は引き続きプログラ
ムの打ち合わせ）。 
13:00 ジャカルタ市内のエクスカーション（カンプン･バンダン Kampung Bandan
地区） 




3 月 22 日（金） 8:30～15:30 ハムカ大学主催の国際セミナー“Spiritual Ethics in Developing Urban 
Culture and Society"に参加。仲野と小泉がそれぞれ次の題目で報告。 
 ドジャル  
「海外フィ  
表３ 鳥  表４ ハムカ大学からの参加学生 
     所属 学年 
1 地域   1 教育学部日本語教育学科 1 
2 地域   2 教育学部日本語教育学科 3 
3 地域   3 教育学部日本語教育学科 3 
4 地域   4 教育学部日本語教育学科 3 
5 地域   5 教育学部日本語教育学科 4 
    6 教育学部日本語教育学科 4 
    7 教育学部日本語教育学科 4 
    8 教育学部日本語教育学科 4 
    9 教育学部歴史教育学科 4 
    10 教育学部歴史教育学科 4 
 
プログラム






3 月 19 日（火） 
13:10 6  
14:20 に移動。 
 
3 月 20 日（水） 10:00 7  








13:00 ション（カンプン･バンダン Kampung Bandan
16:00 ル‐アズハル･インドネシア大学（Al Azhar 
In it クでお祈りの見学。屋台で夕食。 
団に合流） 
テイ，教員：ホテル・サンチカ宿泊。 
3 月 2 日（金） 8:30 1 : セミナー“Spir tual Ethics in Dev loping Urban 
lt t " 野と小泉がそれぞれ次の題目で報告。 
地　域　学　論　集　　第　10　巻　　第　２　号（2013）8 地域学論  第 10 巻 第 2 号 (2013) 
仲野報告：“Changing Family in the Context of Japan's Modernization” 
小泉報告：“Socially Engaged Art and Its Social Background” 
16:00～18:30 両大学の学生同士のワークショップ開催。本学の学生 5 名とハムカ
大学の 5 名が日本とインドネシア社会について報告及び議論を展開した。 






















21:30 スカルノ･ハッタ空港(ジャカルタ)発（NH938） 機内泊。 











地域学論集 第 10 巻 第 2 号 (2013) 
仲野報告：“Changing Family in the Context of Japan's Modernization” 
小泉報告：“Socially Engaged Art and Its Social Background” 
16:00～18:30 両大学の学生同士のワークショップ開催。本学の学生 5 名とハムカ
大学の 5 名が日本とインドネシア社会について報告及び議論を展開した。 






















21:30 スカルノ･ハッタ空港(ジャカルタ)発（NH938） 機内泊。 

























































3 月 21 日撮影） 
写真４ カンプン・バンダン地区でのエク
スカーション（2013 年 3 月 21 日撮影） 



















































プログラム 2 日目，3 月 22 日にはハムカ大学で国際
セミナー “Spiritual Ethics in Developing Urban Culture 
and Society" が開催された（写真５）。仲野が基調講演
として  “Changing Family in the Context of Japan's 
Modernization” という報告を，そして小泉が “Socially 




























写真５ セミナー“Spiritual Ethics in 
Developing Urban Culture and Society"（2013
年 3 月 22 日撮影） 
写真６ 両大学の学生によるワークショップ
（2013 年 3 月 22 日撮影） 








プログラム 2 日 3
セミナー “Spiritual Ethics i   r an Culture 
and Society" が開
として  “Changing Fa il  i  t of Japan's 
Modernization” と  “Social y 



















表  大学学生と鳥取大学 生の報告 
ハムカ 鳥取大学学生の報告題目 
インドネシアの挨  日常――家族と大学生活をとおして 
インドネシアの握  のサブカルチャー 
イスラームのヒジ  をかぶる日本人――私の日常的な人間関係 
インドネシアの都  における自殺 
ジャカルタにおけ  における女性のライフスタイル 
 
結果的にこの趣 ョップが開催されたとは言えないかもしれな
写真５ セミナー“Spir tual Ethics in 
Developing Urban Culture and Society"（2013
年 3 月 2 日撮影） 
写真６ 両大学の学生によるワークショップ
（2013 年 3 月 22 日撮影） 






















3 月 23 日から 24 日はカンプン･ナガ村（Kampung Naga）へのエクスカーションを実施した（写
真７）。この村は電気のない村として知られており，ホームステイを経験した。近代化された「便利
な暮らし」に慣れた学生たちは，ここでも自分のあたりまえを問い直す機会を得た。たとえば，鳥

















（2013 年 3 月 23 日撮影） 
仲野　誠・小泉元宏・アクバル・ナドジャル・ヘンドラ・ハリ・ナレディ・デスビアン・バンダルシャ：
「海外フィールド演習」における他者との出会いの効用
























 ここでは金曜日の夜を除き，毎朝 4 時から 6 時半，お
よび夕方 5 時から 9 時まで村の子どもたち全員がコーラ
ンの学習をする。勉強内容は，コーランの読み方，翻訳，
生活になかにコーランがある意味，そしてお祈りの作法












以上，立ち話で議論を続けた。この経験を振り返り，鳥取大学の 3 年生は次のように述べている。 
 
写真８ コーラン教室の概要を聞いている
様子（2013 年 3月 24 日撮影） 
写真９ コーラン教室で学ぶ村の子どもた
ち（2013 年 3 月 24 日撮影） 


































翌 3 月 25 日の朝，ガルット郊外の村を出発し，バンドン市に移動し，まち歩きを実施した。その















































いて，とても悲しいことなのかもしれない」と考えるようになった。また別の 3 年生は 
「“私たちはあなたとつながりを持ちたい”という意思表示を積極的にしてくれる彼らや彼女たちの
写真 12 ガルット郊外の村を談笑しながら歩く
学生たち（2013 年 3 月 25 日撮影） 




た学生たち（2013 年 3 月 25 日撮影） 







































いて，とても悲しいことなのかもしれない」と考えるようになった。また別の 3 年生は 
「“私たちはあなたとつながりを持ちたい”という意思表示を積極的にしてくれる彼らや彼女たちの
写真 12 ガルット郊外の村を談笑しながら歩く
学生たち（2013 年 3 月 25 日撮影） 




た学生たち（2013 年 3 月 25 日撮影） 
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いて，とても悲しいことなのかもしれない」と考えるようになった。また別の 3 年生は 
「“私たちはあなたとつながりを持ちたい”という意思表示を積極的にしてくれる彼らや彼女たちの
写真 12 ガルット郊外の村を談笑しながら歩く
学生たち（2013 年 3 月 25 日撮影） 




た学生たち（2013 年 3 月 25 日撮影） 




















































































































































































































の記憶を聴く（2013 年 3 月 24 日撮影） 
仲野　誠・小泉元宏・アクバル・ナドジャル・ヘンドラ・ハリ・ナレディ・デスビアン・バンダルシャ：
「海外フィールド演習」における他者との出会いの効用





















































学の教育的発展に積極的に応えてくれている。その最初の交流は 2012 年 4 月にハムカ大学で実施さ
れた国際セミナーであった。鳥取大学がこのセミナーに参加したことは，その後の大変建設的な展
開をみせ，2013 年 3 月のプログラムの実施へとつながっていった。このプログラムを実施したこと
は，双方の大学がこれから協力しあって学術的プログラムを発展させていくということが前提であ
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 資料として，このプログラムに参加した鳥取大学地域学部の 5 名の学生たちが帰国後の 2013 年 4
月 15 日に提出したレポートをそれぞれ抜粋して掲載する。 
 






























































































































































2. 地域学部地域文化学科 2年生 
貧しさとは？ 
地　域　学　論　集　　第　10　巻　　第　２　号（2013）28 地域学論  第 10 巻 第 2 号 (2013) 












































































































































































































3. 地域学部地域文化学科 2年生 
Kampung Bandan 













































































































































































Gurut では Aim 先生のお宅の近くにあるモスクへ行った。モスクの 2 階は勉強スペースになって
仲野　誠・小泉元宏・アクバル・ナドジャル・ヘンドラ・ハリ・ナレディ・デスビアン・バンダルシャ：
「海外フィールド演習」における他者との出会いの効用
37仲野 誠・ ヘンドラ・ハリ・ナレディ・デスビアン・バンダルシャ： 
「海外フィールド演習」における他者との出会いの効用 


































































































































































































































































































































（2013 年 10 月 4 日受付，2013 年 10 月 10 日受理） 
 
